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【メニューモードの

 

 

※1：［適応トラッキング］は、［検出モードの選択］で

※2：［受光感度

※3：

※4：［ゼロ基準位置］は、［検出モードの選択］で

※5：［

SA1Q 形 CMOS レーザセンサ

【メニューモードの

：［適応トラッキング］は、［検出モードの選択］で

：［受光感度余裕度

： ” ”で 1～

［応答速度］で

：［ゼロ基準位置］は、［検出モードの選択］で

：［ティーチング時

レーザセンサ ノーマルタイプ

【メニューモードの階層図】 

：［適応トラッキング］は、［検出モードの選択］で

余裕度］は、［応答速度］で

～9ms の範囲を設定する場合は、

［応答速度］で” ”または”

：［ゼロ基準位置］は、［検出モードの選択］で

ティーチング時のゼロ基準位置

ノーマルタイプ 

図 11

：［適応トラッキング］は、［検出モードの選択］で

］は、［応答速度］で”

の範囲を設定する場合は、

” ”を選択した場合のみ可能です。

：［ゼロ基準位置］は、［検出モードの選択］で

のゼロ基準位置の移動］は、［検出モードの選択］で

 

11 メニューモードの階層図

：［適応トラッキング］は、［検出モードの選択］で”

” 、” ”、”

の範囲を設定する場合は、［出力タイミングディレイ］で

を選択した場合のみ可能です。

：［ゼロ基準位置］は、［検出モードの選択］で” ”を選択した場合は、設定できません。

］は、［検出モードの選択］で
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メニューモードの階層図 

”を選択した場合のみ設定できます。

”を選択した場合設定できます。

［出力タイミングディレイ］で

を選択した場合のみ可能です。 

を選択した場合は、設定できません。

］は、［検出モードの選択］で”

を選択した場合のみ設定できます。

を選択した場合設定できます。

［出力タイミングディレイ］で” ”を選択しかつ

を選択した場合は、設定できません。

”を選択した場合は、設定できません。

 

を選択した場合のみ設定できます。 

を選択した場合設定できます。 

を選択しかつ、 

を選択した場合は、設定できません。 

を選択した場合は、設定できません。

 

を選択した場合は、設定できません。  
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使用距離に対する検出誤差使用距離に対する検出誤差使用距離に対する検出誤差使用距離に対する検出誤差

使用温度や本製品の精度により、検出距離に誤差が発生する可能性があります

検出距離に誤差が発生することをご承知の上で使用してください。検出範囲設定の際には下記グラフ

ください。（

 

5.2. 性能曲線性能曲線性能曲線性能曲線

使用距離に対する検出誤差使用距離に対する検出誤差使用距離に対する検出誤差使用距離に対する検出誤差

使用温度や本製品の精度により、検出距離に誤差が発生する可能性があります

検出距離に誤差が発生することをご承知の上で使用してください。検出範囲設定の際には下記グラフ

ください。（*：温度変化

性能曲線性能曲線性能曲線性能曲線 

使用距離に対する検出誤差使用距離に対する検出誤差使用距離に対する検出誤差使用距離に対する検出誤差 

使用温度や本製品の精度により、検出距離に誤差が発生する可能性があります

検出距離に誤差が発生することをご承知の上で使用してください。検出範囲設定の際には下記グラフ

：温度変化30℃時のグラフ

図 16 使用距離に対する検出誤差

図

 

使用温度や本製品の精度により、検出距離に誤差が発生する可能性があります

検出距離に誤差が発生することをご承知の上で使用してください。検出範囲設定の際には下記グラフ

℃時のグラフ 135mm

使用距離に対する検出誤差

図 15  最小オブジェクト間隔

使用温度や本製品の精度により、検出距離に誤差が発生する可能性があります

検出距離に誤差が発生することをご承知の上で使用してください。検出範囲設定の際には下記グラフ

135mm未満：0.15mm/

使用距離に対する検出誤差 

23 

最小オブジェクト間隔 

使用温度や本製品の精度により、検出距離に誤差が発生する可能性があります。

検出距離に誤差が発生することをご承知の上で使用してください。検出範囲設定の際には下記グラフ

0.15mm/℃、310mm

 

。 

検出距離に誤差が発生することをご承知の上で使用してください。検出範囲設定の際には下記グラフ

310mm未満：0.6mm/

 

SA1Q 形 CMOS

検出距離に誤差が発生することをご承知の上で使用してください。検出範囲設定の際には下記グラフ*を参考に十分に余裕を持っ

0.6mm/℃） 

CMOS レーザセンサ

を参考に十分に余裕を持っ

レーザセンサ ノーマルタイプ

を参考に十分に余裕を持って設定して 

ノーマルタイプ 

 

 





 

⑤透明体を検知した場合

 

  
  
透明体を検出した場合、⑤のようにピークが

ダブルピーク反射を検出した場合、ディスプレイは「

センサは出力します。（センサ出力は

 

6.2.

デュアル

 
1.

2.

3.

4.

5.

 

    

 

 

 

 

透明体を検知した場合

透明体を検出した場合、⑤のようにピークが

ダブルピーク反射を検出した場合、ディスプレイは「

センサは出力します。（センサ出力は

6.2. デュアルモードの設置についてデュアルモードの設置についてデュアルモードの設置についてデュアルモードの設置について

デュアルモードで検出する

1. 推奨する背景表面

・艶消し、または拡散表面仕上げ

・振動のない固定された表面

・油脂、水、

2. 基準面の表面が安定しない場合は、レーザ照射板（別売、形番：

3. 背景とセンサ

4. ワークとセンサ

5. センサの光軸を背景に対して

    

透明体を検知した場合 

透明体を検出した場合、⑤のようにピークが

ダブルピーク反射を検出した場合、ディスプレイは「

センサは出力します。（センサ出力は

デュアルモードの設置についてデュアルモードの設置についてデュアルモードの設置についてデュアルモードの設置について

で検出する場合の調整方法について説明します。

推奨する背景表面 

艶消し、または拡散表面仕上げ

振動のない固定された表面

油脂、水、ホコリが付着していない乾いた表面

基準面の表面が安定しない場合は、レーザ照射板（別売、形番：

センサの距離は、60

センサはできるだけ

センサの光軸を背景に対して

 

透明体を検出した場合、⑤のようにピークが 2 度発生します。

ダブルピーク反射を検出した場合、ディスプレイは「

センサは出力します。（センサ出力はダークオンに設定

デュアルモードの設置についてデュアルモードの設置についてデュアルモードの設置についてデュアルモードの設置について

の調整方法について説明します。

艶消し、または拡散表面仕上げ 

振動のない固定された表面 

が付着していない乾いた表面

基準面の表面が安定しない場合は、レーザ照射板（別売、形番：

0 ～310 mm （

はできるだけ近づけ、背景

センサの光軸を背景に対して 10 度以上、

度発生します。これをダブルピーク反射といいます。

ダブルピーク反射を検出した場合、ディスプレイは「 」と「一致度

に設定してください。

デュアルモードの設置についてデュアルモードの設置についてデュアルモードの設置についてデュアルモードの設置について 

の調整方法について説明します。 

が付着していない乾いた表面 

基準面の表面が安定しない場合は、レーザ照射板（別売、形番：

（100 mm タイプ

背景とはできるだけ

度以上、傾けてください。

図 17

25 

これをダブルピーク反射といいます。

」と「一致度%」を交互に表示し、受光パターンの一致度がしきい値より高くても

してください。） 

 

基準面の表面が安定しない場合は、レーザ照射板（別売、形番：SA9Z-

タイプの場合は 60 

できるだけ離して配置してください。

傾けてください。 

17 透明体検出の場合

これをダブルピーク反射といいます。

」を交互に表示し、受光パターンの一致度がしきい値より高くても

-B03Q、SA9Z-

 ～110 mm）の間

離して配置してください。 

透明体検出の場合 

SA1Q 形 CMOS

これをダブルピーク反射といいます。 

」を交互に表示し、受光パターンの一致度がしきい値より高くても

-B04Q）をご使用ください。

の間で設定してください

 

CMOS レーザセンサ

」を交互に表示し、受光パターンの一致度がしきい値より高くても

）をご使用ください。 

てください。 

レーザセンサ ノーマルタイプ

」を交互に表示し、受光パターンの一致度がしきい値より高くても

 

 

ノーマルタイプ 

」を交互に表示し、受光パターンの一致度がしきい値より高くても 
















